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垣ゝしているか、．耗戴／ヒ泉盟モは若手⑦ノ娃要はl灰塵殊に工汐見ゝ痛」亡ク上靴  

案℃めると云わ爪てい竜‥の∵⊂ 

の』違え呑．たまたま昭和3デ生にリルゴーを卜＝ノル帝した〈∴タメ司占∈L   

ヒミ→魯に歳旦したメ1ニジヘを押え栗原苧で年取頃乞恵土めたのて トリ  

ル琴によって：と・の程度梵除草希磨が療粗で磨るか邑倹村する．  

、r  ニミ．＝   

E則月面原／8＝∠P、／ノ〇＝2∂勿β J塵，貧家高層リルユー＜／ぺ   
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珂奄賃弓鼻翼の宿寮と発生状況＿ぬ屠襲瑚瓢（不屈ろろるか凸÷出席蹄  

リノしコ■－．凰更収受軒奄  
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局覆町には閣僚な＜  

虻．較蒋一冬に常在三出贋する．  

4甥／イ毎  ラを  多ケ   ラお  

（．葦 原）  

．省九泉薦を同原として＝の鼓涙を臭厳したが、．告司～∠月中句に到る農  

貰泉生（軒家参照）の泉尾軌二は修得クよこ叫口条項盲より屯トリル屠屠区  

がろる考慮篠薫を原人春頃句が絡められたが 

L乾り 、ノノLゴーの和解生寿が旺亀なため両名亡大差は．覚らr」なかった   

属蜃射が二実ると．収堅．至又 貴腐まご男前署・日教草亡羞がて・るのか尊  

旛ごあるか■り几 ゴーー切潟合ぬ展まごのノ打率一日数が何れも ヲ∫日鵜島てろつ  

たニヒか、とう1⊃ろこし隼と席を実にしていた．   

農雪の発生貴簡長一3ソルゴーの〃孔彗層蜃孝より／急きりの古布竜泉と  

蓼ぬしこ．ソルノノ奉に射する姪董◎発生毅已和衷した＿   

J、3ゥ′～当 コニク後席蜃レたが／£ク風発牒レ（看∫珍」たが／t」叡蒔‘二店先三  

水で子守半数の1＝ろか（トリ ル碍の見合専攻（病．虫，鹿台）のある早か帝つ  

た。   

草メl沌ブント⊃【ン．テオシ∵ント．につしlて多シ（わよ白皇で／∫日毎  

に筆圧引、いりル卑を親裁たdぐ 最終包矩ぐ百分℃のが盈箋よリカや後考こ・  

番ったが、．その他のものは赴糞・二郎えら丸て照度とするJ二足らち∵かつち  
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